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は
じ
め
に

今
本

『
礼
記
』

の
篇
次
構
成
に
つ
い
て

中
国
研
究
集
刊
玉
号
（
総
五
十
号
）
平
成
二
十
二
年
一
月

一
三
五

I

五
三
頁

今
本
（
四
十
九
篇
本
）
『
礼
記
』
の
成
立
時
期
や
編
頷
意
図
に
つ

い
て
は
今
な
お
定
論
を
見
ず
、
鄭
玄
以
前
に
お
け
る
『
礼
記
』
の

実
態
は
も
は
や
明
ら
か
と
し
が
た
い
。
『
礼
記
』
そ
の
も
の
に
つ
い

て
い
え
ば
、
現
存
す
る
『
礼
記
』
は
鄭
注
四
十
九
篇
本
を
最
古
と

し
、
検
討
す
べ
き
資
料
と
し
て
こ
れ
よ
り
古
い
も
の
は
（
若
干
の

侠
文
を
除
い
て
）
見
出
せ
な
い
。
目
録
学
的
に
い
え
ば
、
『
礼
記
』

成
立
に
関
す
る
『
漢
書
』
『
後
漢
書
』
『
経
典
釈
文
』
『
隋
書
』
な

ど
の
記
述
が
そ
も
そ
も
矛
盾
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
整
合

的
な
理
解
は
不
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
本
稿
で
は
敢
て
こ
の
古
い
問
題
を
取
り
上
げ
て
再
検
討

し
、
と
く
に
現
行
本
『
礼
記
』
の
構
成
そ
の
も
の
や
鄭
注
に
よ
っ

て
い
く
つ
か
の
仮
説
を
提
示
し
た
い
。

『
漢
書
』
は
戴
徳
・
戴
聖
に
よ
る
『
大
戴
礼
記
』
『
礼
記
』
の
剛

（
戴
徳
・
戴
聖
と
『
礼
記
』
『
大
戴
礼
記
』
）

な
ど
を
検
す
る
限
り
、
「
礼
記
」
の
書
名
は
前
漢
元
帝

期
（
前
四

0
年
頃
）
以
降
に
よ
う
や
く
見
え
る
。
し
か
し
『
漢
書
』

や
『
白
虎
通
』
（
七
九
年
頃
）
が
引
く
『
礼
記
』
は
今
本
四
十
九
篇

の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
和
1
)
、
前
漠
末
か
ら
後
漢
初
に

か
け
て
今
本
の
ご
と
き
『
礼
記
』
四
十
九
篇
は
未
だ
成
立
し
て
い

な
か
っ
た
か
、
す
く
な
く
と
も
『
礼
記
』
と
し
て
主
流
の
地
位
を

占
め
て
は
い
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
戴
聖
が
『
礼

記
』
四
十
九
篇
を
剛
定
し
た
と
す
る
『
隋
書
』
説
に
は
時
系
列
に

矛
盾
が
あ
っ
て
成
り
立
ち
が
た
い
（
毛
奇
齢
『
経
問
』
な
ど
）
。

''  

ヽ

『
礼
記
』
の
成
立
過
程

井

上

了
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定
を
言
わ
ず
、
儒
林
伝
な
ど
に
見
え
る
「
大
戴
礼
」
「
小
戴
礼
」
の

『
儀
礼
』
学
た
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
じ
く
『
漢
書
』
の

礼
楽
志
は
「
河
間
献
王
采
礼
楽
古
事
、
梢
稽
増
輯
至
五
百
余
篇
」

と
し
、
芸
文
志
は
「
記
百
三
十
一
篇
」
な
ど
の
諸
書
を
載
せ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
『
（
小
戴
）
礼
記
』
・
『
大
戴
礼
記
』
に
関
す
る
記
事
は

見
え
な
い
。
こ
れ
ら
に
よ
る
限
り
、
前
漢
末
に
四
十
九
篇
な
い
し

四
十
六
篇
の
『
礼
記
』
が
存
在
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
『
論
衡
』

が
引
く
『
礼
記
』
に
も
今
本
に
な
い
文
や
「
礼
記
瑞
命
篇
」
と
い

っ
た
篇
名
が
見
え
、
王
充
（
二
七
年

S
1
0
0
年
頃
）
の
見
た
『
礼

記
』
も
な
お
今
本
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

鄭
玄
(
―
二
七
年

S
二
0
0
年
）
の
『
六
芸
論
』
に
至
る
と
、

戴
徳
に
出
る
『
大
戴
礼
』
八
十
五
篇
と
戴
聖
に
出
る
『
礼
（
記
）
』

四
十
九
篇
と
の
存
在
を
明
記
す
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
彼
ら
が
八
十

五
篇
や
四
十
九
篇
を
「
伝
」
え
た
と
す
る
の
み
で
、
二
戴
に
よ
る

「
剛
定
」
を
い
う
も
の
で
は
な
い
。

•
戴
徳
伝
『
記
』
八
十
五
篇
、

マ
マ

『
礼
』
四
十
九
篇
、
則
此

芸
論
』
）

則
『
大
戴
礼
』
是
也
。
戴
聖
伝

也
。
（
『
礼
記
正
義
』
引

仲
長
統
(
-
八

O
S
ニニ
O
)
は
「
『
周
礼
』
為
礼
之
経
、
而
『
礼

記
』
為
礼
之
伝
。
」
と
い
う
認
識
を
述
べ
て
『
儀
礼
』
を
軽
視
す
る

が
、
そ
の
引
く
『
礼
記
』
も
今
本
と
基
本
的
に
一
致
す
る
（
『
続
漢

書
』
祭
祀
志
注
引
）
。
四
十
九
篇
の
『
礼
記
』
は
『
白
虎
通
』
『
論

衡
』
以
降
か
つ
鄭
玄
以
前
に
流
布
し
は
じ
め
た
も
の
で
、
そ
の
成

立
は
後
漢
中
期
以
前
と
な
る
。

降
っ
て
晋
の
陳
部
に
至
る
と
、
は
じ
め
て
二
戴
に
よ
る
両
記
の

剛
定
を
言
う
。
ま
た
『
経
典
釈
文
』
は
四
十
九
篇
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
『
別
録
』
に
お
け
る
属
部
を
明
記
し
、
『
別
録
』
所
載
『
礼

記
』
の
篇
次
が
鄭
玄
本
と
同
じ
こ
と
を
特
記
す
る
。

•
陳
部
『
周
礼
論
』
序
云
、
戴
徳
鵬
古
礼
二
百
四
篇
為
八
十
五

篇
、
謂
之
『
大
戴
礼
』
。
戴
聖
鵬
『
大
戴
礼
』
為
四
十
九
篇
、

是
為
『
小
戴
礼
』
。
（
『
経
典
釈
文
』
）
漢
劉
向
『
別
録
』
有
四

十
九
篇
、
其
篇
次
与
今
『
礼
記
』
同
。
（
自
注
）

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
前
漢
末
す
で
に
現
行
本
と
同
じ
篇
次
の
『
礼
記
』

四
十
九
篇
が
存
在
し
た
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
そ
も
そ
も
『
七
略
』

に
基
く
は
ず
の
『
漢
書
』
芸
文
志
が
四
十
九
篇
本
『
礼
記
』
を
載

せ
て
お
ら
ぬ
以
上
、
『
七
略
』
や
『
別
録
』
に
こ
れ
が
著
録
さ
れ
て

い
た
と
も
考
え
が
た
い
。

二
戴
剛
定
を
疑
う
者
の
多
く
は
、
陸
徳
明
が
見
た
『
別
録
』
の

四
十
九
篇
に
関
す
る
記
述
を
後
世
の
追
記
だ
ろ
う
と
す
る
（
注
2
)
0

逆
に
二
戴
剛
定
を
肯
定
す
る
者
の
多
く
は
、
漢
志
の
「
記
百
三
十

一
篇
」
に
両
戴
記
が
包
括
さ
れ
て
い
た
た
め
別
に
掲
出
し
な
か
っ

た
と
考
え
る
（
注
3)°

『
別
録
』
『
漢
書
』
芸
論
』
な
ど
の
基
本
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資
料
に
お
い
て
『
礼
記
』
成
立
に
関
す
る
記
事
が
す
で
に
矛
盾
す

る
以
上
、
こ
れ
ら
資
料
の
検
討
に
よ
っ
て
確
実
な
結
論
に
至
る
こ

と
が
そ
も
そ
も
不
可
能
だ
と
言
え
よ
う
（
注
4
)
。
だ
が
も
う
暫
く
、

目
録
や
周
辺
資
料
を
検
討
し
た
い
。

（
『
記
』
百
三
十
一
篇
と
『
礼
記
』
四
十
九
篇
）

『
漢
書
』
や
『
白
虎
通
』
を
検
す
れ
ば
、
そ
こ
に
引
か
れ
る
『
礼

ー
が
現
行
の
四
十
九
篇
本
と
異
な
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。
こ
れ

は
ひ
と
ま
ず
『
漢
書
』
に
い
う
「
記
百
三
十
一
篇
」
に
連
な
る
テ

キ
ス
ト
（
群
）
と
み
て
大
過
な
か
ろ
う
。

ま
ず
、
漢
志
に
載
せ
る
『
記
』
が
「
百
三
十
一
篇
」
と
い
う
キ

リ
の
よ
い
数
で
あ
る
の
は
、
劉
向
校
書
の
結
果
か
と
疑
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
漢
志
の
「
記
百
三
十
一
篇
」
は
、
「
曲
台
之
記
」
（
注
5
)
と

い
っ
た
固
有
の
書
名
や
「
王
史
氏
」
（
漢
志
）
の
ご
と
き
著
者
名
も

与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
秘
書
や
民
間
の
雑
多
な
「
記
」

を
蒐
集
対
校
し
重
複
を
除
く
な
ど
し
て
百
三
十
篇
に
ま
と
め
、
序

録
一
篇
を
加
え
て
百
三
十
一
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
注
6)°

『
記
』

が
劉
向
新
定
の
テ
キ
ス
ト
な
ら
ば
、
こ
れ
は
す
で
に
閉
じ
ら
れ
固

有
名
を
与
え
ら
れ
て
い
た
『
曲
台
記
』
『
明
堂
陰
陽
記
』
な
ど
と
は

そ
の
性
格
を
異
に
す
る
。

翻
っ
て
、
今
本
『
礼
記
』
は
す
く
な
く
と
も
『
楽
記
』
な
ど
を

そ
の
中
に
取
り
込
ん
で
お
り
、
劉
向
本
『
記
』
と
は
別
個
の
文
献

と
考
え
ら
れ
る
（
注
7
)
。
た
と
え
ば
祭
法
篇
が
そ
の
後
半
に
祀
典
篇

を
合
綴
し
て
お
り
、
文
王
世
子
篇
が
周
公
践
昨
篇
を
合
綴
し
て
い

る
と
い
っ
た
現
象
は
、
今
本
『
礼
記
』
が
先
行
す
る
「
記
」
諸
篇

（
す
で
に
合
紗
さ
れ
て
い
た
）
を
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん
で
お
り
、

厳
密
な
校
定
を
経
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
（
注
8
)
。
四
十
九
篇
本
は
、

先
行
す
る
「
記
」
群
か
ら
適
当
に
取
材
し
、
ま
た
『
楽
記
』
や
古

文
『
儀
礼
』
さ
ら
に
は
『
子
思
子
』
と
い
っ
た
諸
子
書
か
ら
も
取

材
・
節
録
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

鄭
玄
以
前
に
お
け
る
四
十
九
篇
本
『
礼
記
』

し
て
は
、
ま
ず
『
後
漢
書
』
橋
玄
伝
が
あ
る
。

に
関
す
る
記
録
と

•
橋
玄
、
字
公
祖
、
梁
国
唯
陽
人
也
。
七
世
祖
仁
、
従
同
郡
戴

徳
学
、
著
『
柘
記
章
句
』
四
十
加
篇
‘
号
日
「
橋
君
学
」
、

成
帝
時
為
大
鴻
腿
。
祖
父
基
、
広
陵
太
守
。
父
粛
、
東
莱
太

守
。
（
『
後
漢
書
』
橋
玄
伝
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
橋
玄

(
1
0
九
年

S
一
八
四
年
）
の
七
世
祖
に

あ
た
る
仁
が
前
漢
末
の
戴
徳
に
学
び
『
礼
記
章
句
』
四
十
九
篇
を

著
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
「
四
十
九
篇
」
の
ま
と
ま
り
は
前
漢

末
す
で
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
『
漢
書
』
に
よ
れ
ば
、
橋
仁
が
師
事
し
た
の
は
戴
徳
で

（
後
漢
書
橋
玄
伝
の
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
）

(137) 



は
な
く
戴
聖
で
、
し
か
も
橋
仁
が
大
鴻
腿
に
な
っ
た
の
は
成
帝
時

で
は
な
く
平
帝
の
元
始
二
年
と
さ
れ
る
。

•
小
戴
授
梁
人
橋
仁
季
卿
・
楊
栄
子
孫
。
仁
為
大
鴻
腿
、
家
世

伝
業
。
…
…
小
戴
有
橋
・
楊
氏
之
学
。
（
『
漢
書
』
儒
林
伝
孟

卿）
•
大
鴻
腿
橋
仁
。
（
『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
下
、

ま
た
察
畠
「
大
尉
喬
玄
碑
」
は
橋
仁
を
橋
玄
の
七
世
祖
で
は
な
く

曽
祖
父
と
し
て
お
り
、
し
か
も
察
畠
は
橋
仁
•
橋
玄
と
『
礼
記
』

と
の
関
係
に
一
切
言
及
し
な
い
（
注
9
)
。
『
漢
書
』
に
い
う
「
橋
氏
之

学
」
と
は
む
ろ
ん
今
文
『
儀
礼
』
学
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
橋
仁

に
関
す
る
『
後
漢
書
』
の
記
事
は
信
じ
が
た
く
、
粉
飾
さ
れ
た
家

伝
に
取
材
し
た
も
の
か
と
疑
わ
れ
る
和
10)°

『
世
説
新
語
』
注
引
『
続

漢
書
』
は
橋
玄
に
つ
い
て
「
少
治
『
礼
』
及
『
厳
氏
春
秋
』
」
と
す

る
が
、
そ
の
家
学
た
る
こ
と
を
言
わ
な
い
。

（
曹
氏
の
『
礼
記
』
四
十
九
篇
）

元
始
二
年
）

四
十
九
篇
本
『
礼
記
』
に
関
す
る
次
の
記
事
は
、
曹
褒

(
?
S

1
0
二
年
）
に
つ
い
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
褒
の
父
で
あ
っ
た
曹
充

は
光
武
帝
期
か
ら
明
帝
期
に
か
け
て
『
儀
礼
』
慶
氏
学
を
も
っ
て

活
躍
し
て
『
章
句
』
を
作
っ
た
と
い
い
、
子
の
褒
は
『
礼
記
』
四

十
九
篇
を
「
伝
」
え
た
と
い
う
。

・
建
武
中
、
曹
充
習
慶
氏
学
、
伝
其
子
褒
。
遂
撰
『
漠
礼
』
。
（
『
後

漢
書
』
儒
林
伝
）

•
曹
褒
、
字
叔
通
、
魯
国
膵
人
也
。
父
充
、
持
『
慶
氏
礼
』
、

建
武
中
為
博
士
。
…
…
顕
宗
即
位
、
…
…
拝
充
侍
中
。
作
『
章

句
』
『
弁
難
』
。
於
是
遂
有
慶
氏
学
。
…
…
（
曹
褒
）
作
『
通

義
』
十
二
篇
、
『
演
経
雑
論
』
百
二
十
篇
。
又
伝
『
礼
記
』
四

十
加
篇
、
教
授
諸
生
千
余
人
。
慶
氏
学
遂
行
於
世
。
（
『
後
漢

書
』
張
曹
鄭
列
伝
）

『
後
漢
書
』
は
曹
褒
に
つ
い
て
「
伝
『
礼
記
』
四
十
九
篇
」
と
し
、

『
六
芸
論
』
は
戴
聖
に
つ
い
て
「
伝
『
礼
』
四
十
九
篇
」
と
す
る
。

こ
れ
ら
が
た
ま
た
ま
同
数
の
篇
を
持
つ
別
個
の
文
献
で
あ
っ
た
と

は
考
え
が
た
い
（
注
ll)°

ひ
と
ま
ず
『
後
漢
書
』
張
曹
鄭
列
伝
を
信

ず
れ
ば
、
四
十
九
篇
本
『
礼
記
』
は
そ
も
そ
も
戴
氏
で
は
な
く
慶

氏
学
に
出
、
曹
褒
の
時
点
で
す
で
に
四
十
九
篇
を
備
え
て
い
た
こ

と
と
な
る
。
そ
の
編
者
は
曹
充
な
い
し
曹
褒
か
と
疑
わ
れ
よ
う
。

彼
ら
は
慶
氏
礼
を
標
榜
し
た
が
と
く
に
師
法
を
墨
守
し
た
と
は
見

え
ず
、
新
た
に
『
章
句
』
を
作
り
『
漢
礼
』
を
撰
す
る
な
ど
も
し

て
い
る
。
褒
の
字
「
叔
通
」
は
叔
孫
通
を
慕
っ
た
も
の
で
、
彼
ら

が
今
本
『
礼
記
』
の
ご
と
き
テ
キ
ス
ト
を
編
ん
だ
と
し
て
も
不
自

然
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
曹
褒
の
『
礼
記
』
も
す
で
に
失
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
と
し
が
た
い
（
注
12)0
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鄭
玄
は
、
当
時
の
顕
官
で
あ
っ
た
橋
玄
の
祖
先
が
た
ま
た
ま
小

戴
に
師
事
し
「
橋
氏
之
学
」
を
以
て
称
さ
れ
て
い
た
た
め
、
当
時

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
『
礼
記
章
句
』
を
橋
氏
に
出
る
も
の
と
誤
解

し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
橋
玄
自
身
が
そ
の
よ
う
に

称
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
馬
融
・
慮
植
の
四
十
九
篇
本
）

断
片
的
に
せ
よ
現
存
す
る
四
十
九
篇
本
『
礼
記
』
お
よ
び
注
釈

と
し
て
は
、
馬
融
（
七
九
年

S
一
六
六
年
）
お
よ
び
融
の
弟
子
で

あ
っ
た
慮
植
（
？

s-
九
二
年
）
の
そ
れ
を
最
古
と
す
る
（
注
13)0

慮
植
は
憲
平
石
経
が
建
立
さ
れ
た
際
(
-
七
五
年
）
、
通
行
の
『
礼

に
回
線
が
多
い
と
し
て
碑
文
の
刊
正
を
願
い
出
た
と
さ
れ
る
。

．慮植……作『尚書章句』『三礼解詰』。時始立太学石

経、以正五経文字。植乃上書日「臣少従通儒故南郡

太守馬融受古学、頗知今之『礼記』特多回線。臣前
=;J 弓 張-

儒後
,, 

曹後/', 

林漢 芸 鄭漢
伝書 ニn"八閥 列書

11= 巨 伝巨

を戴 戴 曹 曹
著徳： 聖 褒充
しに が がが
た 学 弓

間砿ん゚ 礼ご
だ l'=o 

丘記礼氏
橋 四
仁 十 四 L... 

が 九 疇g
弓 ＾ 扁

九 め
礼 を 篇
記 伝 をコ早
二早 え 伝句
句 た 又‘ ヒ
lb= ゜たを
四 ° 作
十 つ
九 た
篇 ゜

以
周
礼
諸
経
（
注
M
)
、
発
起
文
謬
、
敢
率
愚
浅
、
為
之
『
解
詰
』
、

而
家
乏
、
無
力
供
繕
写
上
。
願
得
将
書
生
二
人
、
共
詣
東
観
、

就
官
財
糧
、
専
心
研
精
、
合
『
尚
書
』
章
句
、
考
『
礼
記
』

失
得
、
庶
裁
定
聖
典
、
刊
正
碑
文
。
…
…
」
（
『
後
漢
書
』
慮

植
伝
）

も
ち
ろ
ん
窯
平
石
経
に
刻
さ
れ
た
の
が
『
礼
記
』
で
は
な
く
『
儀

礼
』
で
あ
っ
た
な
ら
こ
の
上
書
そ
の
も
の
が
疑
わ
し
い
の
だ
が

（注
15)
、
す
く
な
く
と
も
馬
融
が
慮
植
に
伝
え
た
『
礼
記
』
が
当
時

通
行
の
『
礼
記
』
と
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
、
こ
の
記
事
は
示

唆
し
て
い
よ
う
。
『
経
典
釈
文
』
（
あ
る
い
は
陳
郡
説
か
）
の

・
後
漢
馬
融
・
慮
植
、
考
諸
家
同
異
、
附
戴
聖
篇
章
、

重
及
叙
略
而
行
於
世
。
即
今
之
『
礼
記
』
是
也
。

去
其
繁

と
い
う
記
述
も
、
馬
融
・
慮
植
が
剛
定
し
た
『
礼
記
』
が
当
時
通

行
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
傍
証
す
る
。
当
時
は
馬
慮

本
よ
り
も
「
繁
重
」
「
回
線
」
で
、
か
つ
「
叙
略
」
を
附
し
た
『
礼

記
』
が
通
行
し
て
い
た
の
だ
。

も
し
も
馬
融
の
『
礼
記
』
四
十
九
篇
が
曹
褒
に
由
来
す
る
な
ら
、

馬
融
は
こ
れ
を
曹
褒
あ
る
い
は
そ
の
門
人
あ
た
り
か
ら
得
た
の
だ

ろ
う
か
（
注
16)
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
曹
褒
が
は
じ
め
て
世
に
出
し
た

四
十
九
篇
本
の
『
礼
記
』
は
、
曹
褒
自
身
の
弟
子
「
千
余
人
」
や
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今
本
『
礼
記
』
を
後
漢
慶
氏
礼
学
派
に
帰
し
、
こ
れ
を
小
戴
剛

定
と
す
る
説
を
鄭
玄
に
出
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
想
定
を
妨
げ

る
事
実
と
し
て
、
許
慎
『
五
経
異
義
』
が
「
戴
礼
」
「
礼
戴
説
」
あ

る
い
は
「
大
戴
礼
説
」
な
ど
を
し
ば
し
ば
引
用
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
許
慎
は
橋
玄
よ
り
も
古
い
世
代

に
属
し
、
『
説
文
解
字
』
が
一

0
0
年
に
成
立
し
て
お
れ
ば
許
慎
の

活
躍
時
期
は
曹
褒

(
1
0
二
年
没
）
と
重
複
す
る
。

『
五
経
異
義
』
は
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
引
用
を
す
る
。

・
『
異
義
』
、
礼
戴
説
‘
刑
不
上
大
夫
。
（
『
礼
記
正
義
』
曲
礼
上
）

．
按
『
異
義
』
、
化
戴
説
王
制
云
、
五
十
不
従
力
政
、
六
十
不
与

服
戎
。
（
『
礼
記
正
義
』
王
制
）

・
『
五
経
異
義
』
日
、
大
戴
礼
説
礼
器
云
、
鼈
者
、
老
婦
之
祭
。

（
『
太
平
御
覧
』
五
百
二
十
九
）

こ
れ
ら
を
一
見
す
る
と
、
許
慎
や
曹
褒
の
時
す
で
に
王
制
や
礼
器

な
ど
の
篇
を
含
む
『
礼
記
』
や
『
大
戴
礼
』
が
存
在
し
て
お
り
、

し
か
も
こ
れ
ら
が
戴
氏
や
大
戴
氏
に
出
る
も
の
と
観
念
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
も
考
え
得
る
。

（
『
五
経
異
義
』
引
「
戴
礼
」
「
大
戴
礼
」
）

馬
融
の
弟
子
「
常
有
千
数
」
さ
ら
に
は
鄭
玄
の
弟
子
「
数
百
千
人
」

に
よ
っ
て
急
速
に
「
行
於
世
」
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
『
五
経
異
義
』
は
他
に
も
「
今
尚
書
夏
侯
欧
陽
説
」
「
今

韓
詩
説
」
「
古
詩
毛
説
」
「
今
春
秋
公
羊
説
」
「
古
左
氏
春
秋
説
」

な
ど
を
引
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
「
今
文
『
尚
書
』
夏
侯
欧
陽
説
」

「
今
文
『
詩
』
韓
説
」
「
古
文
『
詩
』
毛
説
」
「
今
文
『
春
秋
』
公

羊
説
」
「
古
文
『
春
秋
』
左
氏
説
」
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
倣
え

ば
「
今
礼
戴
説
」
と
は
「
戴
氏
の
『
礼
記
』
」
で
は
な
く
「
今
文
『
儀

礼
』
の
戴
氏
説
」
を
意
味
し
よ
う
。
「
今
大
戴
礼
説
」
も
同
様
に
、

い
わ
ゆ
る
『
大
戴
礼
記
』
で
は
な
く
「
今
文
『
儀
礼
』
の
大
戴
氏

説
」
を
指
す
も
の
と
し
て
大
過
な
い
。
さ
ら
に
た
と
え
ば

•
故
『
異
義
』
、
礼
戴
引
此
郊
特
牲
云
、
又
匡
衡
説
支
庶
不
敢
薦

其
補
、
下
士
諸
侯
不
得
専
祖
於
王
。
（
『
礼
記
正
義
』
郊
特
牲
）

．
按
『
異
義
』
、
竃
神
、
今
礼
戴
説
引
此
燿
柴
盆
瓶
之
事
。

記

正

礼

器

）

な
ど
と
あ
れ
ば
、
「
礼
戴
」
が
『
礼
記
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
、

つ
ま
り
『
五
経
異
義
』
の
引
く
「
戴
礼
」
「
礼
戴
説
」
な
ど
が
『
礼

記
』
そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
さ
ら
に
明
瞭
と
な
る
。
「
礼
戴
説
」

「
礼
大
戴
説
」
が
二
戴
の
自
著
か
後
学
の
増
補
附
会
し
た
テ
キ
ス

ト
か
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
ら
が
「
王
制
」
「
郊
特
牲
」
な
ど
を
引
い

て
い
る
こ
と
は
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
前
期
に
か
け
て
こ
れ
ら
の
篇

が
成
立
し
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
今
文
『
儀
礼
』
戴
氏
学
派
が
こ

れ
ら
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
み
で
、
許
慎
の
当
時
す
で
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に
『
礼
記
』
が
四
十
九
篇
本
と
し
て
あ
っ
た
と
証
す
る
も
の
で
は

な
い
。
さ
ら
に
ま
た

•
又
『
異
義
』
、
…
…
謹
案
礼
王
度
記
日
、
天
子
駕
六
、
諸
侯
与

卿
同
駕
四
、
大
夫
駕
三
、
士
駕
二
、
庶
人
駕
一
。
（
『
毛
詩
正

義
』
干
鹿
）

・
礼
記
日
、
知
天
文
者
冠
鵡
。
（
『
説
文
解
字
』
鳥
部
鵡
）

な
ど
と
あ
れ
ば
、
許
慎
が
見
た
『
礼
記
』
は
な
お
現
行
本
と
は
異

な
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
鄭
玄
四
十
九
篇
本
の
馬
慮
本
な
る
こ
と
）

鄭
玄
は
馬
融
の
門
人
を
以
て
称
さ
れ
、
そ
の
『
礼
記
』
注
は
「
鄭

亦
附
慮
馬
之
本
、
而
為
之
注
」
（
『
釈
文
』
）
と
さ
れ
る
。
『
釈
文
』

『
正
義
』
は
鄭
本
と
慮
本
と
の
異
同
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
鄭
玄
の
用
い
た
底
本
を
慮
植
本
で
は
な
い
と
す
る

説
も
あ
る
。
し
か
し
鄭
本
と
慮
本
と
の
異
同
と
し
て
確
実
な
も
の

は
曲
礼
上
篇
の
二
条
の
み
で
（
注
げ
）
、
鄭
注
の
引
く
或
文
（
後
述
）

が
二
百
条
程
度
で
あ
る
の
に
比
較
す
れ
ば
量
と
し
て
ほ
と
ん
ど
無

視
し
得
る
。
ま
た
鄭
注
は
こ
の
二
箇
所
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
或

文
を
指
摘
し
な
い
。
よ
っ
て
鄭
玄
が
用
い
た
『
礼
記
』
は
馬
慮
本

で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

だ
が
鄭
玄
は
、
馬
融
に
「
少
従
」
し
て
い
た
慮
植
と
は
異
な
り
、

馬
融
か
ら
は
じ
め
て
『
礼
記
』
学
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
。
鄭

玄
は
張
恭
祖
か
ら
夙
に
『
記
』
を
受
け
て
お
り
、
後
に
入
関
し
て

馬
融
に
師
事
し
た
の
だ
。

•
鄭
玄
、
字
康
成
、
北
海
高
密
人
也
。
…
…
師
事
京
兆
第
五
元

先
、
始
通
『
京
氏
易
』
『
公
羊
春
秋
』
『
三
統
暦
』
『
九
章
葬

術
』
。
又
従
東
郡
張
恭
祖
受
『
周
官
』
『
礼
』
『
記
』
『
左
氏
春

秋
』
『
韓
詩
』
『
古
文
尚
書
』
。
以
山
東
無
足
問
者
、
乃
西
入

関
、
因
琢
郡
慮
植
、
事
扶
風
馬
融
。
（
『
後
漢
書
』
鄭
玄
伝
）

で
あ
れ
ば
鄭
玄
が
、
馬
融
・
慮
植
か
ら
受
け
た
『
礼
記
』
と
は
別

に
張
恭
祖
に
出
る
『
礼
記
』
の
テ
キ
ス
ト
も
持
し
て
い
た
こ
と
は

当
然
で
、
こ
れ
ら
二
本
の
『
礼
記
』
に
は
相
当
の
異
同
が
あ
っ
た

だ
ろ
う
（
注
18)0

こ
れ
を
念
頭
に
『
礼
記
』
鄭
注
を
見
れ
ば
、
鄭
注
が
「
某
字
、

或
作
某
字
」
「
某
字
、
或
為
某
字
」
な
ど
と
し
て
別
本
と
の
異
同
を

多
く
掲
げ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
鄭
玄
の
他
の

注
釈
に
も
、
「
故
書
」
「
今
書
」
（
『
周
礼
注
』
）
・
「
今
文
」
「
古
文
」

（
『
儀
礼
注
』
）
・
「
魯
」
「
古
」
（
『
論
語
注
』
）
と
い
っ
た
別
本
と
の

校
合
は
散
見
す
る
が
、
『
礼
記
』
注
の
そ
れ
は
、
別
本
の
名
を
具
体

『
礼
記
』
鄭
注
の
「
或
為
」
「
或
作
」
に
つ
い
て
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的
に
挙
げ
ず
た
だ
「
或
為
」
「
或
作
」
な
ど
と
す
る
。
鄭
玄
の
参
照

し
た
或
本
は
や
は
り
固
有
名
を
持
た
ぬ
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
な

お
曲
礼
下
•
玉
藻
・
雑
記
上
・
喪
大
記
・
縦
衣
•
投
壷
•
大
学
·

聘
義
に
つ
い
て
は
二
種
の
或
文
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
す
く
な
く

と
も
こ
れ
ら
八
篇
に
つ
い
て
鄭
玄
は
、
底
本
（
馬
慮
本
）
を
含
め

て
三
種
以
上
の
『
礼
記
』
本
文
を
参
照
し
得
た
。

『
礼
記
』
鄭
注
が
引
く
或
文
に
つ
い
て
は
愈
槻
「
礼
記
異
文
箋
」

が
す
で
に
一
八
九
条
を
掲
げ
て
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
考
証

は
音
通
・
仮
借
の
解
明
に
主
眼
を
お
く
も
の
で
、
い
く
つ
か
の
失

検
も
認
め
ら
れ
る
（
注
19)°

王
夢
鵡
『
鄭
注
引
述
別
本
礼
記
考
釈
』

（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
九
年
）
は
愈
槌
を
踏
ま
え
て
一
九

五
条
の
異
文
を
挙
げ
、
慮
植
本
や
王
粛
本
と
の
比
較
な
ど
も
行
っ

て
い
る
（
注
20)0

筆
者
は
先
に
、
『
大
戴
礼
記
』
侠
名
氏
注
の
引
く
「
曲
礼
」
が
現

行
本
『
礼
記
』
で
は
な
く
鄭
注
引
或
本
に
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘

し
、
こ
れ
が
『
礼
記
』
で
は
な
く
『
大
戴
礼
記
』
の
曲
礼
篇
で
あ

る
可
能
性
を
述
べ
た
（
注
21)°

隋
唐
以
前
に
お
け
る
『
大
戴
礼
記
』

の
実
態
は
な
お
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
後
漢
期
に
存
在
し

た
様
々
な
「
記
」
か
ら
（
『
礼
記
』
と
は
別
に
）
ま
と
め
た
も
の
だ

っ
た
か
と
疑
わ
れ
る
。
そ
の
内
に
は
『
礼
記
』
に
採
用
さ
れ
な
か

っ
た
所
謂
『
逸
礼
』
『
逸
礼
記
』
も
あ
り
、
ま
た
『
礼
記
』
と
重
複

す
る
篇
に
つ
い
て
も
馬
慮
本
と
は
異
な
る
テ
キ
ス
ト
が
採
ら
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
。
す
く
な
く
と
も

戴
礼
記
』
を
さ
ら
に
戴
聖
が
剛
定
し
て

う
説
に
は
従
い
が
た
い
。

「
戴
徳
が
剛
定
し
た

『
礼
記
』
と
し
た
」

（
或
文
出
現
率
の
偏
差
と
そ
の
原
因
）

『大
と
い

『
礼
記
』
の
全
文
約
九
万
七
千
字
（
注
22)
を
二
百
程
度
の
或
文
で

単
純
に
除
す
れ
ば
、
或
文
の
出
現
率
は
『
礼
記
』
の
本
文
五
百
字

あ
た
り
一
と
な
る
。
こ
れ
に
た
ま
た
ま
適
合
す
る
例
と
し
て
、
楽

記
（
約
五
千
二
百
字
）
に
は
十
二
の
或
文
が
、
郷
飲
酒
義
（
約
一

千
一
百
字
）
に
は
二
の
或
文
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
千
字
未
満
で
あ

る
服
問
•
三
年
問
·
冠
義
·
昏
義
・
燕
義
の
或
文
は
ゼ
ロ
、
同
じ

く
千
字
未
満
の
喪
服
四
制
は
或
文
が
二
で
あ
る
。
母
数
の
小
さ
さ

を
考
慮
す
れ
ば
こ
れ
は
誤
差
の
範
囲
と
し
て
充
分
に
許
容
さ
れ
よ

う
。
仮
に
こ
れ
ら
を
基
準
と
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
郊
特
牲
（
約
二

千
九
百
字
）
の
或
文
十
四
や
喪
大
記
（
約
三
千
四
百
字
）
の
或
文

十
六
は
多
す
ぎ
、
逆
に
王
制
（
約
四
千
四
百
字
）
の
或
文
五
や
曽

子
問
（
約
三
千
五
百
字
）
の
或
文
一
、
文
王
世
子
（
約
二
千
二
百

字
）
の
或
文
ゼ
ロ
は
少
な
す
ぎ
る
。

王
制
篇
は
前
漢
文
帝
期
の
『
王
制
』
三
篇
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、

そ
の
成
立
は
前
漢
中
期
以
降
か
つ
王
恭
以
前
と
な
る
（
注
23)
。
王
制

篇
の
成
立
か
ら
鄭
玄
に
至
る
ま
で
の
流
布
期
間
は
他
篇
の
そ
れ
よ

り
も
短
く
、
伝
写
の
過
程
で
或
文
が
生
じ
る
機
会
も
少
な
か
っ
た
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と
予
想
さ
れ
る
。
王
制
篇
の
或
文
の
少
な
さ
は
、
同
篇
の
成
立
が

他
篇
よ
り
も
遅
れ
る
こ
と
を
反
映
す
る
と
解
し
得
よ
う
（
注
24)0

た
だ
し
鄭
注
の
掲
げ
る
或
文
の
大
部
分
は
、
音
通
・
仮
借
（
曲
礼

上
「
丈
或
為
杖
」
•
同
下
「
是
或
為
氏
」
な
ど
）
あ
る
い
は
形
訛
・

壊
字
（
曲
礼
上
「
遷
或
為
還
」
•
同
下
「
傾
或
為
側
」
な
ど
）
で
説

明
で
き
る
。
明
ら
か
に
別
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
予
想
さ
せ
る
「
交

遊
或
為
朋
友
」
（
曲
礼
上
）
・
「
昨
或
為
堂
」
（
坊
記
）
・
「
事
或
為
身
」

（
表
記
）
の
ご
と
き
或
文
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
し
か
も
曲
礼
・

檀
弓
や
郊
特
牲
・
問
喪
な
ど
特
定
の
篇
に
偏
っ
て
い
る
。
成
立
が

比
較
的
新
し
い
と
思
わ
れ
る
学
記
や
大
学
な
ど
に
は
却
っ
て
多
く

の
或
文
が
見
え
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
「
依
或
為
衣
」
（
学
記
）
．

「
閃
或
為
文
」
（
儒
行
）
・
「
矩
或
為
巨
」
（
大
学
）
と
い
っ
た
字
形

の
簡
繁
に
と
ど
ま
る
。
た
だ
い
ず
れ
に
せ
よ
、
或
文
そ
の
も
の
が

少
な
き
に
過
ぎ
る
た
め
、
こ
れ
を
さ
ら
に
細
か
く
分
類
し
て
統
計

的
に
分
析
す
る
が
ご
と
き
方
法
は
有
効
で
は
あ
る
ま
い
。

（
他
書
と
の
校
合
）

今
本
『
礼
記
』
の
文
王
世
子
や
祭
法
が
複
数
の
「
記
」
を
合
綴

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
上
述
し
た
。
そ
し
て
鄭
注
は
、
こ
れ
ら

両
篇
に
対
し
て
或
文
を
ま
っ
た
く
指
摘
し
な
い
。
む
ろ
ん
祭
法
は

九
百
字
に
満
た
ず
他
本
に
或
文
が
無
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

千
字
を
超
え
る
文
王
世
子
に
も
或
文
が
無
い
こ
と
は
注
意
し
て

よ
い
（
注
25)
。
王
非
ら
は
な
お
「
礼
記
祀
典
」
と
し
て
今
本
祭
法
文

を
引
い
て
お
り
（
『
漢
書
』
）
、
祭
法
と
祀
典
と
の
合
綴
は
前
漢
最

末
あ
る
い
は
後
漢
に
ま
で
降
る
可
能
性
も
あ
る
。
今
本
祭
法
や
文

王
世
子
の
完
成
（
合
綴
）
か
ら
鄭
注
成
立
ま
で
の
期
間
が
き
わ
め

て
短
か
く
、
別
本
が
派
生
す
る
に
充
分
な
期
間
が
な
か
っ
た
、
と

い
う
可
能
性
を
議
論
で
き
よ
う
。

む
ろ
ん
鄭
玄
が
合
綴
以
前
の
祀
典
や
周
公
践
昨
な
ど
を
見
て
い

た
可
能
性
は
あ
る
が
、
だ
と
し
て
も
鄭
玄
は
そ
れ
ら
を
合
綴
後
の

文
王
世
子
な
ど
と
校
合
は
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
鄭
玄
は
合

綴
前
の
『
記
』
諸
篇
と
合
綴
後
の
今
本
『
礼
記
』
諸
篇
と
を
別
物

だ
と
み
な
し
て
い
た
と
推
測
し
得
る
（
注
2
6
)
0

鄭
注
が
、
『
礼
記
』
と
内
容
の
共
通
す
る
「
記
」
諸
篇
す
ら
校
合

の
対
象
と
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
『
荀
子
』
な
ど
の
他
書

も
鄭
注
の
校
合
対
象
で
は
な
か
っ
た
と
予
想
さ
れ
よ
う
。
周
知
の

ご
と
く
、
『
礼
記
』
楽
記
と
『
荀
子
』
楽
論
や
『
史
記
』
楽
書
、
あ

る
い
は
『
礼
記
』
三
年
問
と
『
荀
子
』
礼
論
な
ど
、
『
礼
記
』
と
『
史

記
』
『
荀
子
』
『
大
戴
礼
記
』
な
ど
と
の
間
に
は
密
接
な
対
応
が
認

め
ら
れ
る
。
し
か
し
鄭
玄
は
実
際
、
『
礼
記
』
と
『
荀
子
』
な
ど
と

の
異
同
を
指
摘
し
な
い
。
鄭
玄
が
『
荀
子
』
（
『
孫
卿
新
書
』
）
を

見
て
い
た
か
は
未
詳
だ
が
、
す
く
な
く
と
も
『
史
記
』
（
『
太
史
公

書
』
）
は
見
て
い
た
は
ず
で
（
た
と
え
ば
檀
弓
注
に
孔
子
弟
子
列
伝

を
引
く
）
、
鄭
注
は
あ
く
ま
で
も
或
本
『
礼
記
』
と
の
異
同
の
み
を
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（
今
本
『
礼
記
』
の
上
下
二
分
す
べ
き
こ
と
）

指
摘
し
て
い
る
よ
う
だ
。

た
だ
し
鄭
注
は
、
月
令
篇
に
つ
い
て
は
或
文
を
い
っ
さ
い
挙
げ

ず
、
却
っ
て
「
今
月
令
」
と
の
異
同
を
多
く
指
摘
す
る
（
注
27)°

鄭

注
の
引
く
「
今
月
令
」
に
は
今
本
『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
や
『
淮

南
子
』
時
則
訓
の
本
文
に
一
致
す
る
も
の
も
多
い
が
、
必
ず
し
も

こ
れ
ら
と
緊
密
に
対
応
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
「
今
月
令
」

が
『
呂
氏
春
秋
』
に
一
致
せ
ず
却
っ
て
『
明
堂
月
令
』
に
一
致
す

る
例
も
あ
る
（
注
28)°

『
礼
記
』
か
ら
『
呂
氏
春
秋
』
へ
、
あ
る
い
は

そ
の
逆
と
っ
た
直
接
の
継
承
関
係
は
ほ
と
ん
ど
想
定
し
が
た
い
。

今
本
『
礼
記
』
の
篇
次
構
成

鄭
注
本
『
礼
記
』
は
四
十
九
篇
本
で
あ
り
、
こ
の
篇
数
は
今
本

の
そ
れ
に
等
し
い
。
鄭
注
成
立
後
に
も
な
お
構
成
が
動
か
さ
れ
た

可
能
性
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
社
29)
、
ひ
と
ま
ず
今
本
『
礼
記
』

の
篇
名
・
篇
次
を
所
与
の
も
の
と
し
て
見
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
直
ち

に
い
く
つ
か
の
特
徴
を
看
取
で
き
る
。

ま
ず
、
今
本
『
礼
記
』
の
う
ち
経
解
第
二
十
六
よ
り
前
（
「
前
半

部
」
と
仮
称
）
と
、
哀
公
問
第
二
十
七
よ
り
後
（
「
後
半
部
」
と
仮

称
）
と
で
は
、
そ
の
編
纂
・
配
列
の
意
図
が
異
な
る
よ
う
に
見
え

た
と
え
ば
前
半
部
の
学
記
第
十
八
•
楽
記
第
十
九
・
雑
記
上
第

二
十
•
同
下
第
二
十
一
・
喪
大
記
第
二
十
二
は
「

O
記
」
と
題
す

る
篇
を
そ
の
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
一
箇
所
へ
寄
せ
た
も
の
の
ご
と

く
で
あ
り
、
続
く
祭
法
第
二
十
三
・
祭
義
第
二
十
四
・
祭
統
第
二

十
五
も
同
様
に
「
祭

O
」
な
る
篇
を
寄
せ
た
も
の
と
見
な
し
得
る

（注
30)°

こ
れ
に
対
し
て
後
半
部
の
た
と
え
ば
奔
喪
第
三
十
四
・
問

喪
第
三
十
五
•
服
問
第
三
十
六
•
間
伝
第
三
十
七
•
三
年
問
第
三

十
八
は
、
そ
の
篇
名
に
か
か
わ
ら
ず
内
容
に
よ
っ
て
喪
礼
に
関
す

る
文
献
を
一
箇
所
へ
寄
せ
た
（
あ
る
い
は
単
行
本
を
丸
ご
と
取
り

込
ん
だ
）
も
の
の
ご
と
く
で
、
ま
た
坊
記
第
三
十
•
中
庸
第
三
十

一
・
表
記
第
三
十
二
•
細
衣
第
三
十
三
は
、
た
と
え
こ
れ
を
『
子

思
子
』
と
す
る
沈
約
説
が
無
く
と
も
、
孔
子
語
録
が
一
箇
所
に
ま

と
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
（
注
31)°

坊
記
や
表
記
が
前
半
部

の
「

O
記
」
グ
ル
ー
プ
に
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
前
半
部

と
後
半
部
が
別
の
手
に
よ
っ
て
配
列
さ
れ
た
こ
と
、
言
い
換
え
れ

ば
、
別
個
に
編
築
さ
れ
た
前
半
部
と
後
半
部
と
が
後
次
的
に
接
合

さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
（
注
32)°

冠
義
第
四
十
三
・
昏
義
第
四
十

四
・
郷
飲
酒
義
第
四
十
五
・
射
義
第
四
十
六
．
燕
義
第
四
十
七
・

聘
義
第
四
十
八
が
『
儀
礼
』
の
伝
で
あ
る
こ
と
は
朱
子
を
待
た
ず

と
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
つ
い
で
な
が
ら
、
冠
義
以
下
六
篇
の
配
列

は
『
儀
礼
』
の
大
戴
本
や
小
戴
本
よ
り
も
劉
向
本
の
篇
次
に
適
合

る。
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的
で
、
こ
の
部
分
の
編
纂
（
配
列
の
確
定
）
が
劉
向
校
書
よ
り
も

遅
れ
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
（
注
33)0

『
礼
記
』
を
こ
の
よ
う
に
二
分
す
る
な
ら
ば
、
礼
の
価
値
や
効

用
に
つ
い
て
マ
ク
ロ
な
説
明
を
し
て
い
る
経
解
第
二
十
六
は
前
半

部
の
総
序
と
し
て
そ
の
末
尾
に
置
か
れ
た
も
の
と
解
し
得
、
ま
た

喪
服
四
制
第
四
十
九
の
う
ち
す
く
な
く
と
も
冒
頭
部
分
に
つ
い
て

は
、
経
解
と
同
様
、
礼
に
つ
い
て
の
概
説
と
見
な
し
得
る
。
古
い

書
物
に
お
い
て
序
文
が
末
尾
に
置
か
れ
、
後
次
的
な
附
加
が
冒
頭

ヘ
重
ね
ら
れ
て
い
く
の
は
一
般
的
な
現
象
だ
（
注
34)0

後
半
部
の
冒
頭
に
位
置
す
る
哀
公
問
第
二
十
七
•
仲
尼
燕
居
第

二
十
八
•
孔
子
間
居
第
二
十
九
は
い
ず
れ
も
孔
子
に
か
か
わ
る
問

答
の
体
裁
を
と
り
、
『
荀
子
』
『
大
戴
礼
記
』
と
も
密
接
に
関
係
す

る
。
『
大
戴
礼
記
』
の
曽
子
十
篇
が
『
曽
子
』
に
取
材
し
た
も
の
、

『
礼
記
』
の
坊
記
等
四
篇
が
『
子
思
子
』
に
取
材
し
た
も
の
で
あ

れ
ば
、
『
礼
記
』
哀
公
問
等
三
篇
も
何
ら
か
の
孔
子
語
録
か
ら
一
括

し
て
取
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
哀
公
問
等
三
篇
・
坊
記
等

四
篇
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
孔
子
語
録
か
ら
取
り
込
ん
だ
も
の
、

奔
喪
等
五
篇
を
や
は
り
独
立
し
た
喪
礼
書
か
ら
取
り
込
ん
だ
も
の
、

冠
義
等
六
篇
を
『
儀
礼
』
の
注
釈
書
か
ら
取
り
込
ん
だ
も
の
、
と

考
え
れ
ば
、
後
半
部
に
固
有
の
構
成
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
し

ま
う
。

（
哀
公
問
等
―
―

哀
公
問
等
三
篇
に
つ
い
て
な
お
指
摘
す
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、

鄭
注
が
こ
れ
ら
三
篇
に
つ
い
て
或
本
と
の
異
同
を
ま
っ
た
く
指
摘

し
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
哀
公
問
・
仲
尼
燕
居
は
そ
れ
ぞ

れ
約
一
千
一
百
字
、
孔
子
間
居
は
七
百
字
と
短
く
、
こ
れ
ら
の
篇

そ
れ
ぞ
れ
に
或
文
が
無
い
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
連
続
す
る
三
篇
約
二
千
九
百
字
を
通
じ
て
或
文
が
ゼ
ロ
と
い

う
こ
と
は
や
は
り
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
『
白
虎
通
』

な
ど
は
多
く
礼
記
（
礼
某
々
記
）
を
引
用
す
る
が
、
哀
公
問
等
三

篇
は
『
白
虎
通
』
や
『
漢
書
』
に
も
引
か
れ
な
い
（
注
35)°

こ
れ
ら

は
も
っ
と
も
遅
れ
て
『
礼
記
』
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
か
。
な
お

仲
尼
燕
居
篇
に
は
慮
植
の
注
が
あ
り
（
孔
疏
引
）
、
馬
慮
本
に
は
す

で
に
同
篇
が
存
在
し
た
ら
し
い
。

こ
れ
ら
三
篇
は
、
そ
の
名
か
ら
し
て
他
の
『
礼
記
』
諸
篇
と
は

異
質
で
あ
り
、
そ
の
「
こ
な
れ
て
い
な
い
」
篇
名
は
む
し
ろ
『
大

戴
礼
記
』
諸
篇
の
そ
れ
に
近
い
印
象
を
受
け
る
。
『
礼
記
』
哀
公
問

と
『
大
戴
礼
記
』
哀
公
問
於
孔
子
や
『
荀
子
』
哀
公
と
の
関
連
は

改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
哀
公
問
と
哀
公
問
於
孔
子
の

異
同
は
助
字
（
「
以
」
な
ど
）
の
有
無
や
同
義
字
（
「
則
」
「
即
」
．

「
此
」
「
是
」
な
ど
）
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
り
、
他
の
類
似
す
る
篇

（
『
礼
記
』
投
壷
と
『
大
戴
』
投
壷
・
『
礼
記
』
経
解
と
『
大
戴
』

の
位
置
）
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ま
と
め

礼
察
な
ど
）
が
な
お
相
当
の
食
い
違
い
を
示
す
の
に
較
べ
れ
ば
、

「
完
全
に
一
致
す
る
」
と
称
し
て
差
し
支
え
な
い
和
36)
。
こ
れ
ら

両
篇
は
そ
の
完
成
の
直
後
に
『
礼
記
』
『
大
戴
礼
記
』
へ
組
み
込
ま

れ
た
も
の
で
、
哀
公
問
等
三
篇
は
『
礼
記
』
中
も
っ
と
も
新
し
い

部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
最
新
の
篇
が
そ
の
中
央
部
に
挿
入

さ
れ
る
と
い
う
操
作
は
想
定
し
が
た
く
、
こ
れ
は
『
礼
記
』
後
半

部
編
纂
の
最
終
段
階
で
そ
の
冒
頭
に
付
加
さ
れ
、
前
半
部
と
の
合

綴
に
よ
っ
て
『
礼
記
』
の
中
央
部
を
占
め
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。最

近
の
郭
店
簡
•
上
博
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
、
『
礼
記
』
『
大
戴

礼
記
』
諸
篇
の
古
さ
が
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
く
に
孔
子
間
居
に
つ
い
て
は
、
戦
国
中
期
す
で
に
「
孔
子
と
子

夏
と
の
問
答
」
と
い
う
形
式
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
『
民
之
父
母
』

出
土
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
孔
子
間
居

が
現
在
の
形
に
完
成
し
た
の
は
『
韓
詩
外
伝
』
以
降
で
あ
る
と
も

さ
れ
五
37)
、
上
に
み
た
よ
う
に
そ
の
完
成
は
『
礼
記
』
成
立
の
直

前
す
な
わ
ち
前
漢
最
末
あ
る
い
は
後
漢
に
ま
で
降
る
可
能
性
も
あ

る
。
『
礼
記
』
『
大
戴
礼
記
』
諸
篇
の
「
素
材
の
古
さ
」
と
「
完
成

の
新
し
さ
」
が
矛
盾
し
な
い
こ
と
が
改
め
て
諒
解
さ
れ
よ
う
。

四
十
九
篇
本
『
礼
記
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、

確
実
に
遡
れ
る
の
は
馬
融
・
慮
植
ま
で
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。

班
固
•
王
充
や
許
慎
は
な
お
今
本
と
は
異
な
る
『
礼
記
』
を
用
い

て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
前
漢
末
す
で
に
四
十
九
篇
本
『
礼
記
』
が

剛
定
さ
れ
て
い
た
と
必
す
べ
き
根
拠
は
乏
し
い
。
『
礼
記
』
『
大
戴

礼
記
』
を
二
戴
に
帰
す
説
は
鄭
玄
に
始
ま
り
、
こ
れ
は
橋
氏
が
戴

氏
礼
を
家
学
と
し
て
い
た
こ
と
に
誤
ら
れ
た
も
の
か
と
疑
わ
れ
る
。

現
行
本
『
礼
記
』
は
、
前
半
の
二
十
六
篇
と
後
半
の
二
十
三
篇

と
に
大
別
で
き
る
。
こ
れ
ら
を
合
綴
し
て
四
十
九
篇
と
し
た
者
は

不
明
だ
が
、
冠
義
以
下
六
篇
の
配
列
は
大
戴
本
や
小
戴
本
よ
り
も

劉
向
本
の
『
儀
礼
』
に
適
合
的
で
、
ま
た
今
古
文
を
交
え
る
今
本

の
ご
と
き
『
礼
記
』
を
今
文
『
儀
礼
』
の
博
士
で
あ
っ
た
戴
徳
や

戴
聖
が
使
用
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
今
古
文
の
雑
揉
が
充
分
に

進
行
し
た
前
漢
末
期
以
降
に
四
十
九
篇
本
『
礼
記
』
は
纂
ま
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
明
帝
期
の
曹
褒
は
す
で
に
『
礼
記
』
四
十
九
篇

を
伝
え
て
お
り
、
あ
る
い
は
曹
褒
な
い
し
父
の
曹
充
が
こ
れ
を
定

め
た
も
の
か
。

『
礼
記
』
後
半
部
の
冒
頭
に
位
置
す
る
哀
公
問
等
の
三
篇
は
、

『
礼
記
』
中
も
っ
と
も
新
し
い
。
だ
が
孔
子
間
居
は
上
博
簡
『
民

之
父
母
』
に
連
な
る
古
い
篇
で
も
あ
っ
て
、
こ
れ
は
郭
店
『
細
衣
』

な
ど
と
同
様
、
『
礼
記
』
に
含
ま
れ
る
諸
篇
の
長
期
間
に
わ
た
る
編

纂
（
い
わ
ゆ
る
「
原
初
的
な
成
書
」
か
ら
漢
代
に
お
け
る
「
完
成
」
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ま
で
の
長
さ
）
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
礼
記
』
と
は

一
部
の
叢
書
で
あ
っ
て
、
叢
書
の
編
纂
時
期
と
そ
れ
に
含
ま
れ
る

個
々
の
篇
の
成
立
時
期
と
は
峻
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に

個
々
の
篇
に
つ
い
て
も
、
そ
の
「
原
初
的
な
成
書
」
と
「
完
成
」

と
は
峻
別
さ
れ
る
べ
き
で
、
「
こ
の
篇
が
述
べ
る
思
想
は
戦
国
期
の

も
の
だ
。
故
に
こ
の
篇
は
す
べ
て
戦
国
期
の
作
文
だ
」
と
い
う
類

の
行
論
は
、
伝
世
文
献
を
扱
う
上
で
は
よ
ほ
ど
慎
重
に
為
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
礼
記
』
成
立
に
関
す
る
基
礎
資
料
は

そ
も
そ
も
矛
盾
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
整
合
的
な
解
釈
は

不
可
能
で
あ
っ
て
、
資
料
の
恣
意
的
な
取
捨
は
不
可
避
と
な
る
。

本
稿
の
推
論
は
『
漢
書
』
『
後
漢
書
』
を
採
っ
て
『
経
典
釈
文
』
『
隋

書
』
を
捨
て
た
も
の
で
あ
り
、
別
の
前
提
か
ら
は
ま
た
別
の
推
論

も
導
か
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
も
こ
の
前
提
に
依
存
す
る

推
論
の
一
っ
と
し
て
、
『
礼
記
』
の
編
纂
に
関
す
る
上
記
の
ご
と
き

仮
説
を
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。

(
1
)

『
白
虎
通
』
や
『
論
衡
』
は
、
礼
の
経
（
『
儀
礼
』
）
と
礼
記
と
を
厳

密
に
区
別
せ
ず
、
礼
記
を
単
に
「
礼
」
と
し
て
引
く
場
合
が
あ
る
。

ま
た
『
白
虎
通
』
は
た
と
え
ば
「
礼
記
曲
礼
」
「
礼
中
庸
記
」
と
し
て

注

『
礼
記
』
文
を
引
く
こ
と
が
多
い
が
、
月
令
や
楽
記
は
許
慎
に
至
る

ま
で
単
に
「
月
令
」
「
楽
記
」
と
し
て
引
か
れ
て
お
り
「
礼
記
楽
記
」

「
礼
月
令
記
」
な
ど
と
は
呼
ば
れ
な
い
。

(
2
)
津
田
左
右
吉
「
礼
記
お
よ
び
大
戴
礼
の
編
頷
時
代
に
つ
い
て
」
（
『
史

学
雑
誌
』
四
ニ
ー
ニ
、
昭
和
六
年
）
な
ど
。
増
加
資
料
の
追
記
に
よ
る

図
書
目
録
の
混
乱
は
現
代
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
事
態
で
あ
る
。

(
3
)
常
磐
井
賢
十
「
大
小
戴
礼
記
成
立
考
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
八
、

一
九
五
六
年
）
は
、
前
漢
期
の
戴
氏
学
派
や
疫
氏
学
派
な
ど
が
そ
の

内
部
で
用
い
る
た
め
そ
れ
ぞ
れ
『
礼
記
』
を
編
纂
し
た
と
考
え
、
こ

れ
ら
が
そ
の
学
派
内
部
で
の
み
行
わ
れ
て
い
た
が
故
に
『
漢
書
』
芸

文
志
に
録
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
古
文
説
を
含
む
今

本
『
大
戴
礼
記
』
『
礼
記
』
の
ご
と
き
テ
キ
ス
ト
を
前
漠
の
『
儀
礼
』

博
士
家
が
用
い
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。

(
4
)

石
黒
俊
逸
「
礼
記
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
斯
文
』
ニ
―
l
-

‘

昭
和
十
四
年
）
な
ど
。

(
5
)

『
文
選
注
』
引
『
七
略
』
は
「
曲
台
之
記
」
と
称
し
、
『
漠
書
』
芸

文
志
は
「
曲
台
后
倉
」
と
、
同
儒
林
伝
は
「
后
氏
曲
台
記
」
と
す
る
。

な
お
『
魏
書
』
礼
志
に
引
く
孫
恵
蔚
の
上
言
に
「
曲
台
之
記
、
戴
氏

所
述
。
」
と
あ
る
。

(
6
)

『
隋
書
』
経
籍
志
は
単
純
に
、
河
間
献
王
が
百
三
十
篇
を
得
て
劉
向

が
こ
れ
に
叙
し
た
と
述
べ
る
。

(
7
)
『
漢
書
』
芸
文
志
は

と
『
楽
記
』
と
を
別
出
す
る
。
楽
記
を

(148) 



の
一
部
と
す
る
認
識
は
『
風
俗
通
』
が
最
古
か
。

郊
祀
志
や
葬
玄
成
伝
は
「
礼
記
祀
典
」
と
し
て
現
行
本
祭

法
篇
の
後
半
部
を
引
い
て
お
り
、
『
漢
書
』
所
見
『
礼
記
』
の
祭
法
と

祀
典
を
現
行
本
が
合
綴
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
劉
欽
『
三
統
暦
』

に
基
く
『
漢
書
』
律
暦
志
は
こ
れ
を
「
祭
典
」
と
称
し
て
お
り
、
合

綴
は
あ
る
い
は
劉
向
校
書
の
際
に
行
わ
れ
た
も
の
か
。

(
9
)

察
屋
「
大
尉
喬
玄
碑
」
に
「
大
鴻
腿
之
曽
孫
‘
広
川
相
之
孫
、
東

莱
太
守
之
元
子
也
」
「
春
秋
七
十
五
、
光
和
七
年
五
月
甲
寅
斃
」
と
あ

る
。
同
「
碑
陰
」
に
「
漢
興
、
世
以
礼
学
為
業
。
高
祖
緯
仁
、
位
至

大
鴻
腿
、
列
名
干
儒
林
。
祖
侍
中
、
広
州
相
。
考
東
莱
太
守
」
と
あ

る
が
、
そ
の
学
統
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
は
無
い
。

(10)
『
後
漢
書
』
が
橋
玄
の
卒
年
を
光
和
六
年
(
-
八
三
年
）
と
す
る
こ

と
も
、
『
後
漢
書
』
の
橋
氏
に
関
す
る
記
録
の
後
次
性
を
傍
証
す
る
。

中
平
改
元
に
よ
り
光
和
七
年
が
抹
消
さ
れ
た
た
め
後
人
が
誤
り
改
め

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
橋
玄
は
一

0
九
年
生
、
一
八
四
年
没
と
暫
く
定

め
る
。

(
1
1
)常
磐
井
は
「
大
戴
•
小
戴
•
艇
氏
の
三
家
は
そ
れ
ら
（
井
上
注
…

…
后
倉
門
下
に
蓄
積
さ
れ
た
雑
多
な
礼
説
）
か
ら
各
別
に
任
意
に
、

八
十
五
篇
•
四
十
九
篇
•
四
十
九
篇
を
択
び
と
っ
た
」
と
想
定
す
る

が
、
ま
た
疫
氏
の
「
四
十
九
篇
」
が
「
伝
写
の
謡
誤
」
で
あ
る
可
能

性
を
も
示
唆
す
る
。
た
だ
し
、
七
の
自
乗
で
あ
る
四
十
九
に
何
ら
か

の
数
秘
術
的
な
意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
た
事
情
が
あ
れ
ば

(
8
)
 

（
た
と
え
ば
『
易
』
繋
辞
伝
上
に
「
大
術
之
数
五
十
、
其
用
四
十
有

九
」
と
あ
る
）
、
小
戴
学
派
と
鹿
氏
学
派
と
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
四
十

九
篇
の
『
礼
記
』
を
編
纂
す
る
と
い
う
事
態
も
有
り
得
よ
う
か
。
な

ぉ
『
新
学
偽
経
考
』
も
「
三
家
博
士
刺
取
『
礼
記
』
、
多
寡
去
取
各
有

不
同
」
と
想
像
す
る
。

(12)

津
田
も
『
礼
記
』
が
曹
氏
に
出
る
も
の
と
想
定
す
る
。
な
お
周
徳

良
『
白
虎
通
競
漢
礼
研
究
』
（
台
湾
学
生
書
局
、
二

0
0七
年
）
は
曹

褒
の
礼
学
に
つ
い
て
斬
新
な
説
を
唱
え
る
が
、
筆
者
は
現
在
の
と
こ

ろ
周
説
を
充
分
に
理
解
し
た
上
で
賛
否
を
明
ら
か
と
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

(13)

慮
植
お
よ
び
そ
の
『
礼
記
』
注
や
鄭
玄
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て

は
、
池
田
秀
三
「
慮
植
と
そ
の
『
礼
記
解
詰
』
（
上
）
」
・
同
「
（
下
）
」

（
『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
二
九
•
三0
、
一
九
九
九
年
）
が

詳
し
い
。

(14)

中
華
書
局
評
点
本
が
「
周
礼
」
に
書
名
号
を
付
す
の
は
疑
問
。
こ

の
「
周
礼
諸
経
」
は
い
わ
ゆ
る
『
周
礼
』
で
は
な
く
「
周
の
礼
に
関

す
る
諸
経
」
す
な
わ
ち
周
像
の
二
礼
を
指
す
の
だ
ろ
う
。

(15)
『
隷
釈
』
『
隷
続
』
が
引
く
漢
石
経
の
残
字
に
は
『
儀
礼
』
文
が
見

え
る
が
、
『
後
漢
書
』
察
畠
伝
注
引
『
洛
陽
記
』
に
は
「
太
学
、
在
洛

城
南
開
陽
門
外
。
講
堂
長
十
丈
、
広
二
丈
。
堂
前
石
経
四
部
。
本
碑

凡
四
十
六
枚
。
西
行
『
尚
書
』
『
周
易
』
『
公
羊
伝
』
、
十
六
碑
存
、
十

二
碑
毀
。
南
行
『
礼
記
』
十
五
碑
、
悉
崩
壊
。
東
行
『
論
語
』
三
碑
、
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二
碑
毀
。
『
礼
記
』
碑
上
有
諫
諮
大
夫
馬
日
碑
•
議
郎
察
邑
名
」
と
あ

る
。
約
一
万
六
千
字
の
『
論
語
』
が
「
三
碑
」
な
ら
ば
「
十
五
碑
」

は
八
万
＼
十
二
万
字
程
度
に
相
当
し
、
こ
れ
は
今
文
『
像
礼
』
（
約
五

万
七
千
字
）
よ
り
も
『
礼
記
』
（
約
九
万
七
千
字
）
に
適
合
的
。
た
だ

し
『
洛
陽
記
』
は
礼
碑
崩
壊
後
の
記
録
で
あ
り
疑
問
は
残
る
。

(16)

馬
融
は
摯
拘
の
門
弟
・
女
婿
で
、
曹
褒
の
卒
年

(
1
0
二
）
に
は

二
十
四
オ
。
洵
は
「
明
『
礼
』
『
易
』
、
遂
治
五
経
、
博
通
百
家
之
言
」

（
『
高
士
伝
』
）
と
さ
れ
る
が
そ
の
礼
学
の
由
来
は
未
詳
。
馬
融
「
自

叙
」
（
『
世
説
新
語
』
劉
注
引
）
は
「
少
而
好
問
、
学
無
常
師
」
と
す

る
が
、
こ
れ
は
『
論
語
』
を
踏
ま
え
た
修
辞
だ
ろ
う
。

(17)
具
体
的
に
は
、
下
記
の
二
条
。

・
不
離
禽
獣
（
曲
礼
上
）
「
禽
獣
」
慮
本
作
「
走
獣
」
。
（
釈
文
）

•
為
其
拝
而
菱
拝
（
同
）
「
愛
」
…
…
慮
本
作
「
路
」
。
（
釈
文
）

『
釈
文
』
や
『
正
義
』
は
他
に
檀
弓
下
や
礼
器
に
つ
い
て
も
慮
本
の

異
同
を
指
摘
す
る
が
、
こ
の
異
同
は
当
時
存
在
し
た
鄭
注
本
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
含
ま
れ
て
お
り
、
慮
本
と
鄭
本
と
の
間
の
異
同
と

し
て
確
実
な
も
の
で
は
な
い
。

な
お
楽
記
「
名
之
日
建
巌
」
に
つ
い
て
馬
国
翰
は
、
『
後
漢
書
』
馬

融
伝
に
「
臣
聞
昔
命
師
於
糖
粟
」
と
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
馬
本

が
「
鞄
粟
」
に
作
っ
て
い
た
と
す
る
。
し
か
し
該
条
の
鄭
注
は
「
建

読
為
鍵
」
と
す
る
の
み
で
異
文
を
掲
げ
ず
、
『
釈
文
』
も
馬
本
と
の
異

同
を
言
わ
な
い
。

(18)
慮
植
が
『
礼
記
解
詰
』
を
完
成
し
た
の
は
馬
融
の
死
後
す
な
わ
ち

鄭
玄
東
帰
の
後
で
あ
ろ
う
か
ら
、
鄭
注
と
慮
注
と
が
し
ば
し
ば
甑
師

す
る
こ
と
を
も
っ
て
鄭
玄
の
慮
本
に
基
づ
く
こ
と
を
疑
う
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
。
な
お
喪
大
記
「
君
裏
棺
」
の
鄭
注
「
裏
棺
之
物
、
虞
筐

之
文
、
未
聞
也
」
に
対
し
て
『
正
義
』
は
「
慮
氏
雖
有
解
釈
、
鄭
云

「
未
聞
」
。
今
略
慮
氏
、
不
録
也
。
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば

鄭
玄
は
『
礼
記
』
慮
注
を
見
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
な
る
。

『
礼
記
』
礼
器
「
詩
云
匪
革
其
猶
車
追
来
孝
」
の
疏
に
「
鄭
苔
戻

模
云
、
為
『
記
』
注
之
時
、
依
循
旺
本
。
此
文
是
也
。
後
得
『
毛
詩

伝
』
、
而
為
『
詩
』
注
、
更
従
毛
本
。
故
与
『
記
』
不
同
」
と
あ
る
が
、

坊
記
疏
．
燕
燕
疏
•
南
咳
疏
な
ど
に
鑑
み
れ
ば
礼
器
疏
引
『
鄭
志
』

に
い
う
「
旧
本
」
は
馬
慮
本
『
礼
記
』
を
指
し
、
張
恭
祖
本
や
『
詩
』

の
旧
本
な
ど
で
は
な
い
。

な
お
中
華
書
局
評
点
本
『
後
漠
書
』
は
鄭
玄
が
張
か
ら
「
礼
記
」

を
受
け
た
と
す
る
が
、
こ
れ
は
「
礼
・
記
」
す
な
わ
ち
礼
経
と
礼
記

の
二
書
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(19)

た
と
え
ば
注

(21)
拙
稿
に
て
指
摘
し
た
曲
礼
篇
の
或
文
を
低
提
は

指
摘
し
て
い
な
い
。
愈
抱
は
或
文
の
う
ち
「
無
足
深
論
」
な
る
者
に

つ
い
て
は
「
皆
不
具
説
」
と
し
て
い
る
が
、
当
該
部
分
は
こ
の
注
記

以
前
に
見
え
、
意
図
的
な
省
略
と
も
思
え
な
い
。

(
2
0
)低
•
王
は
い
ず
れ
も
、
月
令
篇
注
が
掲
げ
る
「
今
月
令
」
と
の
異

同
を
『
礼
記
』
の
別
本
で
は
な
く
『
呂
氏
春
秋
』
等
と
の
校
合
記
と
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み
て
数
え
な
い
。
ま
た
連
続
す
る
或
文
の
指
摘
を
一
条
と
数
え
る
の

で
、
実
際
に
は
異
同
は
さ
ら
に
増
加
す
る
。
な
お
楊
天
宇
『
鄭
玄
三

礼
注
研
究
』
（
天
津
人
民
出
版
社
、
二

0
0七
年
）
は
鄭
注
の
掲
げ
る

異
本
と
し
て
「
一
八
五
条
」
を
指
摘
す
る
が
、
低
•
王
の
い
ず
れ
を

も
参
照
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。

(21)

拙
稿
「
韓
元
吉
本
『
大
戴
礼
記
』
注
の
引
書
に
つ
い
て
」
（
『
集
刊

東
洋
学
』
九
九
、
二

0
0
八
年
）
。

(22)
『
礼
記
』
各
篇
の
字
数
は
和
刻
単
経
本
に
よ
り
概
算
。
若
干
の
篇
に

つ
い
て
紹
熙
余
氏
刊
本
の
称
な
ど
と
比
較
す
れ
ば
篇
あ
た
り
最
大
で

十
数
字
の
誤
差
が
認
め
ら
れ
た
が
、
本
稿
の
目
的
に
は
充
分
な
精
度

と
判
断
し
簡
易
な
方
法
に
よ
っ
た
。

各
篇
の
字
数
に
関
し
て
附
言
す
れ
ば
、
曲
礼
•
檀
弓
・
雑
記
が
上

下
に
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
鄭
玄
『
目
録
』
は
「
以
簡
策

繁
多
、
故
分
為
上
下
二
巻
」
な
ど
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
四
千
五
百

字
ほ
ど
の
雑
記
が
上
下
に
分
け
ら
れ
五
千
字
を
超
え
る
月
令
や
楽
記

が
分
け
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
、
「
簡
策
繁
多
」
と
い
う
説
明

に
反
す
る
。
短
文
の
集
成
で
あ
る
曲
礼
が
楽
記
な
ど
よ
り
分
割
し
や

す
い
の
は
当
然
だ
が
、
む
し
ろ
曲
礼
等
三
篇
の
上
下
分
割
は
馬
融
以

前
に
施
さ
れ
た
措
置
で
、
馬
融
が
劃
節
を
加
え
た
（
他
篇
と
の
重
複

を
削
除
す
る
な
ど
し
た
）
結
果
雑
記
が
減
少
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。

ち
な
み
に
『
白
虎
通
』
な
ど
は
曲
礼
や
雑
記
と
し
て
今
本
『
礼
記
』

に
見
え
な
い
文
を
引
く
。

(23)
『
史
記
』
封
禅
書
に
よ
れ
ば
文
帝
が
『
王
制
』
を
編
絹
さ
せ
た
の
は

買
誼
の
没
後
と
な
る
が
、
『
新
書
』
無
蓄
篇
は
「
王
制
日
」
と
し
て
今

本
『
礼
記
』
王
制
篇
に
一
致
す
る
文
言
を
引
く
。
丁
晏
『
侠
礼
扶
徴
』

な
ど
は
無
蓄
篇
を
根
拠
に
王
制
を
先
秦
の
古
書
と
す
る
が
、
『
漢
書
』

食
貨
志
が
引
く
買
誼
言
に
は
王
制
か
ら
の
引
用
部
分
は
見
え
な
い
。

無
蓄
篇
末
尾
に
見
え
る
王
制
か
ら
の
引
用
は
後
人
の
附
加
で
あ
ろ
う
。

(24)

た
だ
し
蓄
積
さ
れ
た
変
異
の
量
を
「
時
計
」
と
し
て
用
い
る
方
法

に
は
、
次
の
よ
う
な
条
件
を
要
す
。

m文
献
（
『
礼
記
』
の
各
篇
）
が

「
閉
じ
」
ら
れ
、
あ
る
程
度
の
権
威
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
も
し
も

紗
者
に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
が
自
由
に
改
変
さ
れ
得
、
あ
る
い
は
別
本

が
故
意
に
創
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
時
計
」
の
信
頼
性
は
損
な
わ
れ
る

（
本
稿
が
『
孔
子
家
語
』
や
王
粛
本
『
礼
記
』
を
用
い
な
い
理
由
は

こ
れ
で
あ
る
）
。
②
校
者
（
鄭
玄
）
が
各
篇
ご
と
に
バ
ラ
つ
き
な
く
適

切
な
異
本
を
参
照
し
、
異
同
を
公
正
に
記
録
し
て
い
る
こ
と
。

と
く
に
②
の
条
件
を
想
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
或
文
の
多
寡

は
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
厳
密
な
時
計
と
は
な
り
得
な
い
。

(25)
『
礼
記
』
四
十
九
篇
の
う
ち
二
千
字
を
超
え
る
篇
は
二
十
あ
り
、
そ

の
う
ち
或
文
が
皆
無
な
の
は
文
王
世
子
と
月
令
の
み
。
た
だ
し
月
令

に
つ
い
て
は
「
今
月
令
」
や
「
夏
小
正
」
と
の
異
同
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
と
く
に
「
今
月
令
」
と
の
異
同
は
二
十
に
近
い
（
後
述
）
。

(26)
喪
服
四
制
「
禿
者
不
髭
低
者
不
祖
跛
者
不
踊
」
注
「
髯
或
為
免
」

は
問
喪
「
故
日
、
禿
者
不
免
低
者
不
祖
跛
者
不
踊
」
に
対
応
す
る
が
、
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こ
の
場
合
で
も
鄭
玄
は
単
に
「
或
為
」
と
し
て
「
問
喪
作
」
な
ど
と

は
し
な
い
。
こ
れ
は
喪
服
四
制
と
問
喪
と
の
異
同
を
指
摘
す
る
も
の

で
は
な
く
、
喪
服
四
制
の
別
本
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
ろ
う
。
つ

い
で
に
言
え
ば
、
投
壷
の
鄭
注
が
挙
げ
る
或
文
二
は
い
ず
れ
も
『
大

戴
礼
記
』
投
壷
に
対
応
せ
ず
、
『
礼
記
』
雑
記
下
と
『
大
戴
礼
記
』
諸

侯
畏
廟
の
重
複
部
分
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

(27)

「
今
月
令
」
を
「
今
文
の
月
令
」
と
す
る
な
ら
ば
、
鄭
玄
は
こ
れ
に

対
す
る
『
礼
記
』
月
令
を
古
文
と
認
識
し
て
い
た
か
と
疑
わ
れ
る
。

し
か
し
『
目
録
』
（
孔
疏
引
）
は
「
名
日
月
令
者
、
以
其
記
十
二
月
政

之
所
行
也
。
本
『
呂
氏
春
秋
』
十
二
月
紀
之
首
章
也
。
以
礼
家
好
事

抄
合
之
」
と
し
て
お
り
『
礼
記
』
月
令
を
『
呂
氏
春
秋
』
に
取
材
し

た
も
の
と
す
る
。
ま
た
孔
疏
は
「
但
月
令
出
有
先
後
。
入
『
礼
記
』

者
為
古
。
不
入
『
礼
記
』
者
為
今
、
則
『
呂
氏
春
秋
』
是
也
」
と
す

る
が
不
審
。

(28)
『
礼
記
』
月
令
「
淫
雨
蚤
降
」
の
鄭
注
に
「
今
月
令
作
衆
雨
」
と
あ

り
『
説
文
解
字
』
は
「
明
堂
月
令
日
、
蕊
雨
」
（
雨
部
斑
）
と
す
る
。

ま
た
月
令
「
命
漁
師
伐
蚊
取
巌
」
の
鄭
注
に
「
今
月
令
、
漁
師
作
榜

大
」
と
あ
り
『
説
文
』
は
「
明
堂
月
令
日
、
防
大
。
」
（
舟
部
肪
）
と

す
る
。
許
慎
は
『
礼
記
』
月
令
篇
で
は
な
く
『
明
堂
月
令
』
を
見
て

い
た
ら
し
く
、
し
か
も
こ
れ
は
『
礼
記
』
月
令
よ
り
も
鄭
玄
所
見
「
今

月
令
」
に
近
か
っ
た
ら
し
い
。
今
本
『
呂
氏
春
秋
』
は
該
当
部
分
を

「
淫
雨
早
降
」
（
季
春
紀
）
・
「
令
漁
師
伐
鮫
取
韻
」
（
季
夏
紀
）
と
し

後
半
部
に
は
古

て
お
り
『
明
堂
月
令
』
や
「
今
月
令
」
と
は
一
致
し
な
い
。
た
だ
し

今
本
『
呂
氏
春
秋
』
が
『
礼
記
』
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
て
い
る
可
能

性
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
島
邦
男
「
礼
記
月
令
の
成
立
」
（
『
集

刊
東
洋
学
』
二
ニ
、
一
九
六
九
年
）
な
ど
を
参
照
）
。

『
明
堂
月
令
』
の
書
名
は
『
漠
書
』
魏
相
伝
な
ど
に
見
え
、
芸
文

志
に
い
う
「
明
堂
陰
陽
三
十
三
篇
」
「
明
堂
陰
陽
記
五
篇
」
と
の
関
連

も
当
然
に
疑
わ
れ
る
。
な
お
近
出
の
清
華
大
学
新
蔵
戦
国
竹
書
に
は

月
令
の
十
二
紀
に
似
て
五
行
を
説
く
古
侠
書
が
含
ま
れ
て
い
る
と
も

仄
聞
す
る
。
あ
る
い
は
『
淮
南
子
』
時
則
訓
の
ご
と
き
篇
か
と
も
思

わ
れ
る
が
未
詳
。

(29)
た
と
え
ば
井
上
亘
「
『
礼
記
』
の
文
献
学
的
考
察
ー
「
冊
書
」
と
し

て
の
『
礼
記
』
」
（
『
東
方
学
』
一
〇
八
、
二

0
0
四
年
）
。

(30)
鉗
運
第
九
と
鉗
器
第
十
が
連
続
す
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
孔
疏

が
『
礼
記
』
の
篇
目
に
つ
い
て
「
以
類
相
附
」
と
述
べ
る
の
は
所
拠

を
知
ら
な
い
が
示
唆
的
で
あ
ろ
う
。

(31)
中
庸
に
つ
い
て
は
秦
代
に
大
規
模
な
改
変
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
本
質
の
孔
子
語
録
た
る
を
失
っ
て
は
い
な
い
。
坊
記
は
『
論
語
』

を
引
い
て
お
り
漠
代
の
完
成
と
な
る
が
、
そ
の
中
核
と
な
る
孔
子
語

録
の
古
さ
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
経
伝
を
引
用
し
た
総
括
の
部

分
が
比
較
的
容
易
に
改
変
さ
れ
得
る
こ
と
は
、
郭
店
本
『
細
衣
』
な

ど
の
出
土
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。

(32)
さ
ら
に
強
い
て
言
え
ば
、
前
半
部
に
は
今
文
が
、
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文
が
多
い
と
い
う
傾
向
も
指
摘
し
得
よ
う
か
。

(33)

冠
義
以
下
あ
る
い
は
儒
行
以
下
を
第
三
の
部
分
と
考
え
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。

(34)

し
て
み
る
と
、
『
礼
記
』
中
も
っ
と
も
雑
駁
大
部
な
曲
礼
と
檀
弓
が

前
半
部
の
（
あ
る
い
は
『
礼
記
』
全
体
の
）
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
は
、
こ
れ
ら
を
新
し
い
も
の
と
見
て
（
篇
そ
の
も
の
の
成
立
が

新
し
い
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
篇
が
『
礼
記
』
に
組
み

込
ま
れ
た
時
期
が
新
し
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
）
自
然
に
理
解
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
続
く
王
制
第
五
は
漢
儒
の
作
で
あ
り
、
月
令
第
六
は

『
呂
氏
春
秋
』
に
基
く
と
さ
れ
る
。
こ
の
配
列
か
ら
こ
れ
ら
の
篇
が

加
上
さ
れ
て
い
く
過
程
を
看
取
せ
ん
と
す
る
の
は
、
あ
る
い
は
穿
ち

す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

(35)
『
白
虎
通
』
が
引
く
礼
記
と
し
て
篇
名
が
明
ら
か
な
も
の
は
曲
礼
・

檀
弓
・
王
制
・
曽
子
問
・
礼
運
・
礼
器
・
郊
特
牲
・
内
則
·
玉
喪
•
明
堂
・
喪
服

小
記
・
学
記
・
雑
記
・
祭
法
・
祭
義
・
祭
統
・
経
解
・
坊
記
・
中
庸
・
奔
喪
・
間

伝
、
保
偲
・
五
帝
、
謡
法
・
親
属
・
三
正
・
王
度
・
別
名
。
な
お
月
令
・
楽

記
・
夏
小
正
は
礼
記
の
一
篇
と
し
て
で
は
な
く
単
行
本
と
し
て
引
か
れ

て
い
る
よ
う
だ
。

『
白
虎
通
』
に
見
え
な
い
篇
は
文
王
世
子
（
た
だ
し
『
漢
書
』
律

暦
志
は
「
礼
記
文
王
世
子
」
と
し
て
現
行
本
と
同
じ
句
を
引
く
）
・
大

伝
・
少
像
・
喪
大
記
（
た
だ
し
『
白
虎
通
』
喪
服
は
現
行
本
喪
大
記
に

見
え
る
文
を
「
礼
間
伝
」
と
し
て
引
く
）
．
哀
公
問
・
仲
尼
燕
居
・
孔
子

間
居
・
表
記
・
細
衣
・
問
喪
・
三
年
問
・
深
衣
•
投
壷
・
儒
行
・
大
学
・
冠
義
・

昏
義
・
郷
飲
酒
義
・
射
義
・
燕
義
・
聘
義
・
喪
服
四
制
。
哀
公
問
等
三
篇
お

よ
び
三
年
問
以
下
の
十
二
篇
が
全
く
見
え
な
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

(36)
強
い
て
挙
げ
れ
ば
、
『
礼
記
』
哀
公
問
の
「
君
」
「
妃
」
に
対
す
る

『
大
戴
礼
記
』
哀
公
問
於
孔
子
の
「
君
子
」
「
配
」
な
ど
は
意
図
的
な

改
変
か
と
疑
わ
れ
、
後
者
の
新
し
さ
を
示
唆
す
る
よ
う
で
も
あ
る
。

(37)

注
(29)
井
上
論
文
や
西
山
尚
志
「
『
礼
記
』
孔
子
間
居
篇
の
成
立
に

つ
い
て
ー
上
博
楚
簡
『
民
之
父
母
』
を
出
発
点
と
し
て
」
（
『
中
国
出

土
資
料
研
究
』
十
二
‘

1
0
0
八
）
な
ど
。
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